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表 2 教育の意義 

































































































ぶ」というのはまさにlearning by doing そのもの
である。今日では，learning by doingの他に，learning 











表 3 プロジェクト授業の概要 































































































































具体的には， 1年次と 2年次に各 4単位の実習，









































































































































































































































注 1 ) 岡部・柳沼（1978）をはじめ，関・加藤（1990），
Whittaker（1997），伊丹・松島・橘川（1998），柳
沼（2003）等枚挙にいとまがない。 
















にしていくプロセスを Lave & Wenger（1991）は
「正統的周辺参加」と呼んでいる。 





注 4 ) 笠井（1999）にも大工の棟梁が語る技能の習得
と継承にまつわる話が数多く記述されている。 





















注 7 ) 宇沢（2000b）では，instinct of workmanshipを
「制作者気質の本能」と呼んでいる。 






















































を乗り越えるリスクの高さが，今日の NEET（Not in 
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